





















 2 International Religious Freedom Report 2007, Bureau of Democracy, Human 























る聖ヴァンサン・ド・ポール大聖堂（Cathédrale St Vincent de Paul）のほか、
聖ジャンヌ・ダルク教会（Eglise Sainte Jeanne d’Arc）や、近郊のカルタゴに
は第8回十字軍を率いチュニスで没したフランス王ルイ9世に献じた聖ルイ教会
キプリアヌスとアウグスチヌス
 3 François Dornier, Les Catholiques en Tunisie au fil des ans, l’Imprimerie Finzi, Tunis, 
2000, p.20-24.
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代におけるチュニジアのカトリック』（Le Catholiques en Tunisie au fil des ans, l’





















































































 8 François Dornier,op.cit.













































































































1900 522 164 260
1910 814 218 412
1920 724 284 334
1930 638 259 271
1940 382 129 183
1950 403 186 146
1960 241 151 95
1970 51 4 93
1980 8 1 38














宣言」（Declaratio de Ecclesiae habitudine ad religones non-christianas Nostra 
Aetate）18と「信教の自由に関する宣言」（Declaratio de Libertate religiosa 
Dignitatis Humanae）19があったことである。前者は主にユダヤ教が中心になっ
ているが、公会議で他宗教に開かれたカトリック教会となったことは、キリス
ト教会の歴史の中でも革新的なことだったと思われる。この会議には、チュニ
ス大司教のペランも出席しているが、第2ヴァチカン公会議による教会刷新が、
イスラーム国であるチュニジア政府との「暫定協定」に及ぼした影響は少なく
はないと思われる。
　「暫定協定」が調印される前年の1963年1月18日、チュニスの大聖堂で、キリ
スト教一致週間がもたれ300人が集まった。そこでは、カトリック、プロテスタ
17 カトリック大阪大司教区司祭 和田幹男
http://mikio.wada.catholic.ne.jp/index_011.html
18 ヴァチカン、デジタル・アーカイブ
http://www.vatican.va/archive/hist_councils/ii_vatican_council/documents/vat-ii_
decl_19651028_nostra-aetate_lt.html
19 ヴァチカン、デジタル・アーカイブ
http://www.vatican.va/archive/hist_councils/ii_vatican_council/documents/vat-ii_
decl_19651207_dignitatis-humanae_lt.html
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ント、正教会など宗派を乗り越え、心を一つに合わせて祈ったという20。おそら
くこれが、「暫定協定」までに行われた大きなキリスト教の祝典の最後のものだっ
たのかもしれない。ペラン大司教は、調印後の19日、『高位聖職者の声』（Écho 
de la Prélature）に「洗礼を受ける教会、結婚式をあげる教会、葬る教会を失く
すということを考えて私は打ちのめされた。」と、教会を失う苦悩について書い
ている21。
　ドルニエ神父は、宗教が容認性や開放性の中で生きていけるようになるには、
新大統領ベン・アリの時代を待たなければならない22、と言っているように、「暫
定協定」は、カトリック教会にとって大きな痛手であったことは間違いない。
また同時に、ブルギバの行った世俗化は、トルコのケマル・アタテュルクの時
代と同様に、上から強制された世俗であったということができる。
　その後1987年、無血クーデターによりブルギバは解任、ベン・アリが大統領
となる。強制された世俗ではなく、選択の自由が認められるように（たとえば、
女性はベールをしない自由と同時にする自由も認められる）なった。また、
1996年4月、ヨハネ・パウロ2世がチュニジアを外国司牧的訪問し、ベン・アリ
大統領をはじめチュニジア政府から歓迎を受けたこと、この訪問は宗教間対話
についての旅であったことが、ドルニエ神父によって記されている23。
　現在の聖ヴァンサン・ド・ポール大聖堂では、毎日フランス語のミサが、ま
た土曜日はフランス語とスペイン語、日曜日はフランス語とイタリア語のミサ
が行なわれている。冒頭の神父によると、現在は信者の多くが永住者ではなく
仕事で数年チュニジアに来ているような滞在者であり、チュニジアのキリスト
教コミュニティは小さくなってきているということである。
20 François Dornier,op.cit.,p.98-99.
21 Ibidem, p.100-101.
22 Ibidem, p.102.
23 Ibidem, p.133-144.

